






















































表 1. 日本各地の町家分布表 
NO 都道府県・町家 NO 都道府県・町家 NO 都道府県・町家 
1 奈良・今西家 12 佐賀・西岡家 23 長野・岩波家 
2 京都・杉本家 13 石川・水毛生家 24 千葉・宇田川家 
3 京都・野口家 14 石川・青木家 25 埼玉・山崎家 
4 京都・奥渓家 15 岐阜・渡辺家 26 埼玉・星野家 
5 京都・滝沢家 16 岐阜・大黒屋 27 福島・谷口楼 
6 滋賀・有川家 17 長野・手塚家 28 宮城・渡辺家 
7 三重・長谷川家 18 長野・旧中村家 29 宮城・佐藤家 
8 岡山・中西家 19 長野・等々力家 30 岩手・畠家 
9 岡山・梶村家 20 長野・小野家 31 岩手・木津屋池野家 
10 広島・吉井家 21 長野・武居家 32 秋田・河原田家 







本論は、4 章によって構成される。第 1 章（本章）は、導入部分として、町家建築に関
する先行研究について概説した。第 2 章では、町家の特性について述べる。京都府京都市
と奈良県橿原市今井町の町家を取り上げ、構成、様式、利用状況の視点から紹介する。第
3 章では、町家の保存手法と利活用の差異とその背景を明らかにする。第 4 章では、考察
結果と今後の町家の空間利活用について検討する。 
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 今後本文中に登場する「今井町の町家」は、奈良県橿原市今井町の町家を指すこととする。 











京都市と財団法人「京都市景観まちづくりセンター」が、1998 年度に京都市の都心 4 行
政区（中京区、下京区、東山区、上京区）で「町家」の軒数調査、住民への質問紙とヒア
リングによる調査を行っている。この 1998 年度の調査では、市内に「町家」が約 2 万 8
千軒あることがわかった3。その 5 年後、2003 年調査では軒数は 2 万 5 千軒になっており、
軒数が約 10％減ったと推定されている4。この 2 万 5 千軒の中で、国と市の文化財に指定、
登録された京町家の件数は 15 軒に過ぎない5。多くが文化財に未指定の町家、長屋である。
さらに、2004 年 3 月に中京区と下京区の一部で実施された調査では、京町家の外観類型と
軒数を表 2 のように整理している6。 



















                                                        
3
 京都市都市計画局（2004）『京町家まちづくり調査の調査結果について』
http://www.city.kyoto.jp/tokei/todu/kohos/20040709-01.pdf（2010 年 07 月 25 日閲覧） 
4
 宗田好史（2009）『町家再生の論理』第 1 章 P16 を参考する。 
5
 国の重要文化財に指定された 2 件、京都市指定の 10 件、京都市登録の 3 件 
6 京都市都市計画局（2004）『京町家まちづくり調査の調査結果について』
http://www.city.kyoto.jp/tokei/todu/kohos/20040709-01.pdf（2010 年 07 月 25 日閲覧） 
NO 外観類型 件 NO 外観類型 件 
1 総二階 2788 5 仕舞屋 261 
2 中二階 1264 6 塀付 215 
3 三階建て 33 7 看板建築 1245 
4 平屋 186 8 不明 241 
合計 外観類型: 8種類 軒数: 6233件 










































 京都町屋資料館『町家大解剖』http://craft.kyoto-np.co.jp/kaibou/index.html（2010 年 07 月 26 日閲覧） 
写真1：天窓 写真2：虫籠窓 写真3：表格子


















































表 3. 京町家・利用事例表 
NO 名称 旧来の利用形態 現在の利用形態 所在地  その他 
1 ギャラリー野澤 商売・住居 ギャラリー(１F) 
住居(２F) 
下京区 自由見学 
2 研究所オフィス 商売・住居 事務所 上京区 見学不可 
3 四条京町家 商売・住居 展示場 下京区 自由見学 
4 あずきや 商売・住居 旅館 下京区 見学不可 
5 川勝総本家 商売・住居 漬物の販売 東山区 自由見学 
6 杉本家 商売・住居 展示場 下京区 予約制 
7 出水町家 商売・住居 大学の町家体験施設 上京区 見学不可 
8 Be京都 商売・住居 ギャラリー・ 
貸し教室 
上京区 自由見学 
















表 4. 国の重要文化財指定の町家リスト 
NO 名称 利用情報 指定年代 
1 今西家 期間限定 1957.6.18 
2 豊田家 事前予約 1972.5.15 
3 中橋家 自由参観 1972.5.15 
4 上田家 事前予約 1972.5.15 
5 音村家 事前予約 1972.5.15 
6 旧米谷家 自由参観 1972.5.15 
7 河合家 事前予約 1976.5.20 











写真 11・12： 2010年 6月 27日筆者撮影 
写真11：今西家 写真12：豊田家
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景観まちづくりセンター」が 1997 年と 2004 年に中京区、下京区において一連の調査を実
施している15。その調査から、町家の軒数が 1997 年の 7,160 軒から 2004 年の 6,233 軒にま



























                                                        
15
 京都市都市計画局（2004）『京町家まちづくり調査の調査結果について』
http://www.city.kyoto.jp/tokei/todu/kohos/20040709-01.pdf（2010 年 07 月 25 日閲覧） 
16
 そのなかから生まれたのが「楽町楽家」である。2008 年には、第 3 回を迎え、毎年恒例のイベントに
なりつつある。 























東西 600m、南北 310m、町割は西、南、東、北、新、今の六町に分かれ、9 つの門の先
には橋が架かっており、外部の道と連絡している。内部の道路で見通しの効くものはない。
これは、敵の侵入に備えたものである18。 












                                                        
17
 その会員 450 名は、町家再生に取り組む市民団体のなかでも圧倒的に多い。 
18
 こうすることで、遠見、見通し、弓矢、鉄砲の射通しを不可能にしたものである。 














形成された住民組織である。その協力によって、東西 600 メートル、南北 310 メートルの

















































る（表 5 参照）。 
1993 年 12 月の重要伝統的建造物群保存地区指定までに、今井町では、公式調査が 3 回
行われている。 




第 2 回が、国立奈良文化財研究所と奈良女子大学の合同による 1969 年 11 月の調査であ
る。この調査では 540 軒の住宅が調べられた。さらに、保存に対する住民意識が調査され、
町並み保存技法が検討されるなど、今井町保存に向けての態勢が組まれた。 











に最高 500 万円を補助する町並み保存対策補助金を創設することになった。 







月 26 日から 28 日の 3 日間、朝日新聞は、今井町の全戸 625 世帯を対象に意識調査を行っ
た。旅行、転居などの理由で無回答だった 46 世帯を除く 92％の有効回答を得ている。こ





























写真 19 と写真 20、そして図 2 と図 3 はそれぞれ、京町家と今井町の町家の外観と平面図
を表したものである。 
 
写真 19・20： 2009年 11月 03日及び 2010年 6月 27日筆者撮影 
 
写真19：京町家 写真20：今井町・町家





















表 6 に、今井町と京都市における町家を再生するための制度と取り組みをまとめた。 
 
表 6. 町家に関わる制度と取り組みの比較表 

































れた 2 件、京都市指定の 10 件、京都市登録の 2 件、合わせて 15 件の文化財町家がある。
文化財建造物全体をみると、国指定が、国宝 39 件、重要文化財は 200 件あり、市指定が








































京町家 2 件 職・住兼用 住居兼展示 
旅館 
イベント場 
今井町・町家 8 件 住居 住居 
宿泊施設 


















































http://www.city.kyoto.jp/tokei/todu/kohos/20040709-01.pdf（2010 年 07 月 25 日閲覧） 
京都府京都市 http://www.city.kyoto.jp/somu/bunsyo/REISYS/reiki_honbun/ak10207491.html（2010 年 09 月 20
日閲覧） 
京都町屋資料館『町家大解剖』http://craft.kyoto-np.co.jp/kaibou/index.html（2010 年 07 月 26 日閲覧） 
国指定文化財 http://www.bunka.go.jp/bsys/（2010 年 07 月 26 日閲覧） 
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Abstract: 
Machiya refers to private houses which have a long history in Japan. From the perspective of 
architecture, Machiya has a feature that each building was made from rustic materials, and from the 
standpoint of residential building, it possesses value as transmitting ‘the wisdom of living’ to the 
next generation. Because of the air raids in the past war, Machiya buildings were burned down in 
many parts of Japan. Moreover, in the postwar period, larger sites were needed for the construction 
and expansion of the new roads, and also for the construction of giant buildings or 
earthquake-resisting/fire-retardant buildings. These movements have lead to the continuous 
reductions of Machiya buildings even after the war. On the other hand, many traditional Machiya 
buildings remain in Kyoto and Nara, which make up the landscape of the historic town. Historical 
townscapes with existing Machiya constructions have been so far in various studies. Furthermore, 
the Law for the Protection of Cultural Properties enforced in 1950 marked the importance of the 
protection of the traditional architectures, and nationwide activities were further advanced to 
protect the traditional townscapes. Recently, the protection of traditional townscapes has been seen 
as an issue of the entire town. In these movements, the trends of Machiya protection have been 
shown a new development. This study is a case study which examines the Machiya buildings in two 
places in Japan, Imai-chou of Nara and Kyoto-city. In this paper, I will clarify the properties of 
Machiya, identify problems and issues of the public policies and activities by the administrations, 
researchers, and citizens, and finally show a direction of the future utilization of Machiya. 
 
Key words and phrases: Machiya, Space, Space of Utilization, Important Cultural Properties, Conservation of 
Historic Townscape 
 
